
能
を
発
揮
し
ま
し
た
が
、

昭
和
11
年
（
１
９
３
６
）、

病
の
た
め
45
歳
と
い
う
若

さ
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
下
の
油
彩
画
「
山
里
」

は
志
行
が
明
治
末
期
か
ら

大
正
初
期
頃
に
制
作
し
た

も
の
で
、
半
原
峠
の
近
く

に
位
置
す
る
自
宅
を
描
い

た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
長
ら
く
日
吉
小
学
校
に

保
存
さ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
志
行
本
人
ま
た
は
親

族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の

貴
重
な
絵
画
を
よ
り
適
切

な
環
境
で
保
管
す
る
た

め
、
現
在
は
陶
磁
資
料
館

　
皆
さ
ん
は
日
吉
町
半
原

出
身
の
洋
画
家
、
宮み
や
地ち

志し

行こ
う

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
？

　
宮
地
志
行
（
本
名
・
景

樹
）
は
明
治
24
年
（
１
８

９
１
）
に
生
ま
れ
、
明
治

42
年
（
１
９
０
９
）
18
歳

で
上
京
。
岡
誠
一
の
門
下

と
な
り
、
後
に
太
平
洋
画

会
会
友
と
な
っ
た
、
郷
土

の
洋
画
家
界
の
祖
と
い
え

る
人
物
で
す
。

　
大
正
期
は
東
京
と
半
原

を
往
復
す
る
生
活
を
続

け
、
昭
和
期
か
ら
は
雑
誌

の
挿
絵
や
絵
本
の
制
作
も

手
が
け
る
な
ど
多
彩
な
才

に
移
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
同
館
で
は
宮
地

志
行
の
作
品
を
収
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
情
報
を
お

持
ち
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
陶
磁

資
料
館
（
☎
６
７‒

２
５

０
６
）
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

【
解
説
】
瑞
浪
市
み
ず
な
み

未
来
部
ス
ポ
ー
ツ
文
化
課

�

砂
田
　
普
司
　
氏

描かれた
瑞浪 ⑩

瑞
浪
市
初
の
洋
画
家・宮
地
志
行
の
油
彩
画

  

半
原
の
古
民
家【日

吉
町
】

済
対
策
を
講
じ
た
も
の
の
、

依
然
と
し
て
物
価
上
昇
圧

力
が
続
い
て
お
り
、
経
済

環
境
は
引
き
続
き
不
透
明

な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
地
域
経
済
の
基

盤
を
支
え
る
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
振
興
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
瑞

浪
市
に
お
い
て
も
、
事
業

者
の
約
８
割
を
占
め
る
小

規
模
事
業
者
の
支
援
が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
商
工
会
議
所
は
、
昨

年
度
創
立
60
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
新
た
な
発
展
を

さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
令
和
７
年
度

の
基
本
方
針
は
、
次
の
通

り
で
す
。

未
来
へ
つ
な
ぐ
、

　
　地
域
と
共
に
歩
む

　
昨
年
度
の
日
本
経
済
は
、

人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進

行
に
加
え
、
原
材
料
価
格

の
高
騰
が
消
費
者
物
価
へ

波
及
し
、
企
業
の
コ
ス
ト

増
加
を
招
く
な
ど
、
厳
し

い
状
況
に
直
面
し
ま
し
た
。

政
府
は
生
活
支
援
策
や
経

基
本
方
針

期
し
令
和
7
年
度
は
「
未

来
へ
つ
な
ぐ
、
地
域
と
共

に
歩
む
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、
地
域
経
済
お
よ

び
企
業
活
動
の
支
援
に
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
経

営
実
態
の
的
確
な
把
握
や

迅
速
な
情
報
提
供
を
行
う

と
と
も
に
、
事
業
者
の
立

場
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を

推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
な
時
代
の

変
化
に
対
応
す
べ
く
、
若

手
経
営
者
の
意
見
や
地
域

課
題
を
集
約
し
、
行
政
へ

の
提
言
・
提
案
を
積
極
的

に
実
施
す
る
ほ
か
、
引
き

続
き
Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
る
業

務
の
効
率
化
や
情
報
提
供

の
迅
速
化
を
図
り
、
地
域

唯
一
の
経
済
団
体
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
瑞
浪
商
工
会
議
所
第

１
２
１
回
通
常
議
員
総
会

を
3
月
26
日
㈬
に
開
催
。

本
総
会
に
お
い
て
、
令
和

７
年
度
の
基
本
方
針
お
よ

び
主
要
事
業
項
目
が
審
議

ま
す
。

　
講
師
と
し
て
登
壇
し
た

同
校
の
校
長�

松
岡
将
裕

氏
は
、
大
阪
に
あ
る
２
校

の
実
践
事
例
を
挙
げ
、
土

岐
校
開
校
に
向
け
た
展
望

を
語
る
と
と
も
に
、
留
学

生
の
ア
ル
バ
イ
ト
採
用
や

企
業
奨
学
金
、
地
域
と
の

交
流
な
ど
へ
の
協
力
を
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　
瑞
浪
市
か
ら
は
、
㈲
マ

ル
モ
加
藤
陶
器
、
山
喜
製

陶
㈱
、
小
田
陶
器
㈱
の
３

社
が
出
展
。
期
間
中
の
来

場
者
は
約
４
万
人
に
の
ぼ

り
、
特
に
週
末
に
は
会
場

の
通
路
が
埋
ま
る
ほ
ど
の

が
並
び
、
会
場
を
華
や
か

に
彩
り
ま
し
た
。

　
や
き
も
の
ワ
ー
ル
ド
は
、

陶
磁
器
は
も
ち
ろ
ん
、
飲

食
や
工
芸
品
な
ど
、
幅
広

い
業
種
の
出
展
が
可
能
で

す
。
ご
興
味
を
お
持
ち
の

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
瑞
浪
商
工
会
議
所
（
瑞

浪
市
産
業
振
興
販
路
開
拓

委
員
会
事
務
局
）

☎
６
７‒

２
２
２
２

　
２
月
25
日
㈫
に
当
商
工

会
議
所
で
、
令
和
８
年
４

月
に
土
岐
市
に
開
校
を

予
定
す
る
日
本
語
学
校

「
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ス
タ

デ
ィ
日
本
語
学
校
」
の
説

明
会
が
開
催
さ
れ
、
約
50

名
の
事
業
者
や
関
係
者
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
同
校
を
運
営
す
る
㈱
イ

ン
フ
ィ
ニ
ッ
ト
グ
ロ
ー
ス

（
大
阪
市
）
は
、
土
岐
市
、

土
岐
商
工
会
議
所
と
昨
年

10
月
に
基
本
協
定
を
締
結

し
て
お
り
、
今
年
４
月
に

文
部
科
学
省
に
開
校
申
請

を
す
る
予
定
。
開
校
す
れ

ば
、
東
濃
地
方
で
は
初
め

て
の
日
本
語
学
校
と
な
り

　
２
月
28
日
㈮
か
ら
５

日
間
、や
き
も
の
ワ
ー
ル

ド
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
を
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
ア

リ
ー
ナ（
愛
知
県
体
育

館
）か
ら
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ

な
ご
や
第
１
展
示
館
に
移

し
、広
々
と
し
た
ス
ペ
ー
ス

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
陶
磁
器
は

も
ち
ろ
ん
、
鉄
器
や
石
工

な
ど
の
伝
統
工
芸
品
が
勢

ぞ
ろ
い
。
さ
ら
に
、
絵
付

け
や
ろ
く
ろ
体
験
、
箸
作

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と

い
っ
た
体
験
型
イ
ベ
ン
ト

も
充
実
。
地
酒
の
試
飲
販

売
コ
ー
ナ
ー
や
、
全
国
各

地
の
グ
ル
メ
も
登
場
し
、

盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　
新
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
展

に
は
、
釜
戸
町
の
工
房
を

拠
点
と
す
る
「A

telier�
m
enoto

」
が
出
展
。
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
と
陶
器
を

融
合
さ
せ
た
作
品
が
来
場

者
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

企
画
展
示
で
は
、
カ
ラ
フ

ル
な
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
で

彩
ら
れ
た
岐
阜
県
の
郷
土

工
芸
品
「
瑞
浪
土
人
形
」

　
通
常
議
員
総
会
第
１
号

議
案
に
お
い
て
、
新
副
会

頭
選
任
が
諮
ら
れ
、
小
倉

道
生
氏
が
満
場
一
致
で
副

会
頭
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
副
会
頭

株
式
会
社
小
倉
左
官
店

代
表
取
締
役

�

小
倉
　
道
生�

氏

▲山里に静かにたたずむ自宅を描画

▲㈲マルモ加藤陶器

▲山喜製陶㈱

▲小田陶器㈱

▲壇上で挨拶する景山会頭

▲土岐校の展望を語る松岡校長

 

未
来
へ
つ
な
ぐ
、地
域
と
共
に
歩
む

第
121
回
通
常
議
員
総
会
開
催
　
令
和
７
年
度
事
業
計
画
が
決
ま
る

～
地
域
経
済
の
発
展
に
向
け
て
～

食
卓
を
楽
し
く
す
る
ア
イ
テ
ム
が
大
集
合

  

や
き
も
の
ワ
ー
ル
ド
が
盛
況

 

ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご
や
で
開
催

来
春
土
岐
市
に
開
校
予
定

日
本
語
学
校
設
立
に
向
け
た
説
明
会
を
開
催

新
副
会
頭
紹
介
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瑞
浪
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

☎
０
５
７
２
︲
６
７
︲
２
２
２
２

　
０
５
７
２
︲
６
７
︲
２
２
３
０

info@
m
zcci.or.jp

FAX

相
談
所
だ
よ
り

お
問
合
せ
は
瑞
浪
商
工
会
議
所
へ

おじゃま
します

リレー訪問リレー訪問

事業に関するご相談は、瑞浪商工会議所までお気軽にご連絡ください。☎ 67-2222

今
回
は
日
本
料
理
き
ん
魚
さ

ん
の
ご
紹
介
で
か
げ
や
ま
Ｌ
ｅ

ａ
ｆ
フ
ァ
ー
ム
さ
ん
を
訪
問
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

創
業水耕

栽
培
で
レ
タ
ス
を
育
て
、

販
売
す
る
農
家
と
し
て
２
０
２

４
年
に
開
業
し
ま
し
た
。
同
年
、

夏
か
ら
商
品
の
出
荷
を
し
て
い

ま
す
。

10
代
の
頃
か
ら
ゴ
ル
フ
場
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
料
理
人
と
し
て

働
き
、
15
年
以
上
料
理
長
を
務

め
ま
し
た
。
働
い
て
い
く
中
で
、

い
つ
か
独
立
し
、
食
材
と
深
く

関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
想

い
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
頃
、

レ
ス
ト
ラ
ン
で
扱
っ
て
い
た
食

材
で
、
中
津
川
の
め
ぐ
り
ー

ん
さ
ん
か
ら
仕
入
れ
る
、
安
全

に
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
水
耕

レ
タ
ス
に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
自
分
の

し
ず
つ
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。

将
来
に
つ
い
て

少
し
で
も
長
く
農
業
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

農
業
を
す
る
方
も
年
々
減
っ
て

き
て
い
ま
す
の
で
、
続
け
て
い

く
中
で
同
じ
よ
う
な
仲
間
が
で

き
た
ら
嬉
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

地
元
で
作
っ
た
物
を
、
地
元
で

消
費
す
る
。
こ
こ
瑞
浪
で
も
生

産
者
と
し
て
地
産
地
消
で
き
る

環
境
、
仲
間
が
増
え
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

趣
味最近

で
は
あ
ま
り
乗
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
が

趣
味
で
す
。
自
宅
か
ら
京
都
ま

で
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で
２
０
０
㎞

以
上
走
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

車
か
ら
見
る
景
色
と
は
違
っ
た

も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

し
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
走
れ
る

と
こ
ろ
が
好
き
で
す
。
ま
た

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
に
乗
る
時
間
も

見
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

か
げ
や
ま
Ｌ
ｅ
ａ
ｆ
フ
ァ
ー
ム

瑞
浪
市
陶
町
大
川

景
山
　
秋
彦

次
回
は
陶
宅
老
所
い
ち
に
の

さ
ん
さ
ん
を
訪
問
し
ま
す
。

手
で
も
安
心
で
き
る
食
材
作
り

を
し
た
い
と
決
意
し
、
農
家
と

し
て
開
業
し
ま
し
た
。

め
ぐ
り
ー
ん
さ
ん
か
ら
水
耕

栽
培
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、
施

設
作
り
に
関
し
て
は
、
兵
庫
県

で
水
耕
の
設
備
を
作
っ
て
い
る

方
の
元
で
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

そ
し
て
、
自
分
自
身
で
一
か
ら

ハ
ウ
ス
、
設
備
を
作
り
現
在
に

至
り
ま
す
。

仕
事
内
容

水
耕
栽
培
で
リ
ー
フ
レ
タ
ス
、

サ
ニ
ー
レ
タ
ス
を
作
って
い
ま
す
。

ス
ポ
ン
ジ
に
種
を
ま
き
、
発
芽

さ
せ
、
成
長
に
合
わ
せ
て
植
え

替
え
を
し
、
収
穫
に
至
る
と
こ

ろ
ま
で
丁
寧
に
作
業
す
る
こ
と

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
水
耕
栽

培
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
季
節
に

左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
1
年
中

収
穫
が
で
き
る
と
い
う
点
が
あ

り
ま
す
。
農
薬
も
一
切
使
用
し

て
お
ら
ず
、
年
間
を
通
し
、
安

心
安
全
な
レ
タ
ス
を
お
届
け
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

き
な
ぁ
た
瑞
浪
さ
ん
や
、
各

方
面
の
飲
食
店
さ
ん
に
商
品
を

卸
し
て
お
り
、
販
路
拡
大
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
商
品
卸

先
レ
ス
ト
ラ
ン
の
レ
ビ
ュ
ー
の
中

に
、「
サ
ラ
ダ
が
美
味
し
か
っ
た
」

と
見
つ
け
た
時
に
は
と
て
も
嬉

し
く
、
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

モ
ッ
ト
ー

自
分
自
身
が
美
味
し
い
と
思

え
る
レ
タ
ス
を
提
供
し
て
い
き
た

い
で
す
。
ま
た
、消
費
者
の
方
々

が
、
安
心
し
て
美
味
し
く
食
べ

ら
れ
る
レ
タ
ス
作
り
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現

在
、
農
薬
も
一
切
使
用
せ
ず
栽

培
し
て
お
り
ま
す
の
で
こ
の
ま

ま
継
続
し
、
レ
タ
ス
だ
け
で
は

な
く
、
栽
培
で
き
る
種
類
も
少
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安
心
・
美
味
し
い
レ
タ
ス

を
届
け
た
い
！

か
げ
や
ま
Ｌ
ｅ
ａ
ｆ
フ
ァ
ー
ム

　
小
規
模
事
業
者
等
が
取

り
組
む
販
路
開
拓
等
の
取

組
の
経
費
の
一
部
を
補
助

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

の
雇
用
や
産
業
を
支
え
る

小
規
模
事
業
者
等
の
生
産

性
向
上
と
持
続
的
発
展
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま

す
。

■
補
助
上
限

【
一
般
型
通
常
枠
】50
万
円

※
右
記
金
額
に
、
イ
ン
ボ

イ
ス
特
例
対
象
事
業
者
は

50
万
円
の
上
乗
せ
、
賃
金

引
上
げ
特
例
対
象
事
業
者

は
１
５
０
万
円
の
上
乗
せ
、

両
特
例
対
象
事
業
者
は
２

０
０
万
円
の
上
乗
せ

【
創
業
型
】２
０
０
万
円

※
イ
ン
ボ
イ
ス
特
例
対
象

事
業
者
は
、
右
記
金
額
に

50
万
円
の
上
乗
せ

■
補
助
率
　
２
／
３

■
対
象
経
費

　
機
械
装
置
等
費
、
広
報

費
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
関
連

費
、展
示
会
等
出
展
費（
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
展
示

会
・
商
談
会
等
を
含
む
）、

旅
費
、
新
商
品
開
発
費
、

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

景山　秋彦 氏

借
料
、
委
託
・
外
注
費

■
公
募
期
間

受
付
開
始
：
５
月
１
日
㈭

受
付
締
切
：
６
月
13
日
㈮

17
時
ま
で

事
業
支
援
計
画
書
（
様
式

４
）
発
行
の
受
付
締
切
：

６
月
３
日
㈫

■
申
請
方
法

　
申
請
は
、
電
子
申
請
シ

ス
テ
ム
で
の
み
受
け
付
け

ま
す
。
郵
送
で
の
申
請
は

一
切
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

※
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、

余
裕
を
持
っ
た
日
程
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
は
「
Ｇ
ビ
ズ
Ｉ

Ｄ
プ
ラ
イ
ム
」
の
ア
カ
ウ

ン
ト
取
得
が
必
要
で
す
。

未
取
得
の
方
は
必
ず
事
前

に
利
用
登
録
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

※
補
助
金
受
領

ま
で
の
流
れ
や

詳
細
に
つ
い
て

は
、
日
本
商
工
会
議
所
Ｈ

Ｐ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

便利な
電子チケットになりました！

瑞浪商工会議所 会員限定優待サービスのご案内（～2026年2月28日 ）
会員サービスの一環として、ナガシマスパーランドの会員優待サービスを実施中！会員事業所事
業主、役員、従業員及びその同居家族の方がご利用出来ますので、是非ご活用ください。

※スパーランド入場券、長島温泉湯あみの島入場券もございます。※会議所窓口にて購入決済。　詳細は当所 HP（上記QRコード）参照。

ナガシマスパーランド パスポート券 ジャンボ海水プール入場券 ワイドパスポート券
一般料金➡優待料金 一般料金➡優待料金 一般料金➡優待料金

大人（中学生以上） 5,800円➡4,800円 4,500円➡3,700円 7,500円➡6,600円
小学生 4,400円➡3,500円 3,000円➡2,300円 5,500円➡4,700円

幼児 (2歳以上 ) 2,700円➡2,000円 1,700円➡1,200円 3,200円➡2,700円
会議所HP

アソビュー！利用

事
業
の
持
続
的
発
展
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

瑞浪市　新たな事業チャレンジ支援補助金の
応募者を募集します

瑞浪市内において創業または第二創業をする者
創　　業…個人または法人が新たに事業を開始すること
第二創業…過去に事業を営んでいた個人または法人若しくは現在事業を営

んでいる個人または法人が、これまで営んでいた事業の属する
業種とは異なる業種へ転換や進出をすること

創　　業…補助対象となる設備資金の３分の１以内　上限500万円
第二創業…補助対象となる設備資金の４分の１以内　上限300万円

令和7年6月13日㈮まで

・申請書
・事業計画書（認定支援機関の確認を受けたもの）
・創業資金融資の契約書の写しまたは当該融資に

係る申込書の写し
・その他参考となる書類（見積書、位置図、図面等）

◎申請・問合せ　瑞浪市商工観光課　☎68-9805

瑞浪市では、地域経済の活性化と地域課題の解決を目的として、
市内で新たな事業を実施する方を対象に、

創業する際に必要な設備資金の一部を補助金として交付します。

※詳しくは、市の
ホームページを
ご覧ください。

基礎からのビジネスマナー研修
～新入社員・もう一度基礎を

学びなおしたい方へ～
基本ビジネスマナー・電話応対をロールプレイングで
自信をつけ、さらに感じの良い応対をめざそう

お問い合わせ先
（公財）日本電信電話ユーザ協会瑞浪地区協会事務局（瑞浪商工会議所内）
TEL：0572-67-2222　FAX：0572-67-2230　E-mail：info@mzcci.or.jp

4月10日㈭  9：30～16：30
会場：瑞浪商工会議所 2階 大ホール

（瑞浪市寺河戸町1043-2）

【講　　師】遠藤オフィス　代表　遠藤 明日香 氏
【受 講 料】岐阜県下ユーザ協会もしくは

瑞浪商工会議所会員の方 3,300円（税込）
上記２団体非会員の方 6,600円（税込）

【定　　員】20名　※定員になり次第締切
【申込締切】4月1日㈫

（定員20名になり次第締め切り）
【申込方法】申込書記入のうえ

FAX 送信
（申込書は右記 QR コード
からダウンロード）

※今年度の募集は
　今回限りです

補助対象者

申請に
必要な書類

補助金の額

募集期限

事業主・被保険者の皆さまへ
令和7（2025）年度 雇用保険料率のご案内

・失業等給付等の保険料率は、労働者負担・事業主負担ともに
5.5/1,000に変更になります。
（農林水産・清酒製造の事業及び建設の事業は
6.5/1,000に変更になります。）

・雇用保険二事業の保険料率（事業主のみ負担）は、
引き続き3.5/1,000です。
（建設の事業は4.5/1,000です。）

負担者

事業の
種類

①
労働者負担

（失業等給付・育児
休業給付の保険
料率のみ）

②
事業主負担

①＋②
雇用保険

料率
失業等給付・
育児休業給付
の保険料率

雇用保険
二事業の
保険料率

一般の事業 5.5/1,000 9/1,000 5.5/1,000 3.5/1,000 14.5/1,000

農林水産 6.5/1,000 10/1,000 6.5/1,000 3.5/1,000 16.5/1,000

建設の事業 6.5/1,000 11/1,000 6.5/1,000 4.5/1,000 17.5/1,000

※詳しくは
厚生労働省HPへ

令和7（2025）年4月1日から令和8（2026）年3月31日までの
雇用保険料率は以下のとおりです。


